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第
十
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
え
て
・
お
礼
の
ご
あ
い
さ
つ

当
会
の
活
動
の
意
義
の
い
よ
い
よ
の

拡
が
り
と
深
ま
り
を
確
認
し
え
て

‥ノ

代
表

樋
　
口
　
恵
　
子

千
五
百
人
の
虎
ノ
門
ホ
ー
ル
を
埋
め
尽
く
し

た
参
加
者
、
ほ
ん
と
は
通
路
に
腰
か
け
て
い
た

方
も
あ

っ
た
の
で
す
。
壇
上
の
こ
と
ば
、
せ
り

ふ
、
し
ぐ
さ
に

一
つ
一
つ
返

っ
て
く
る
反
応
の

素
早
さ
、
確
か
さ
。
壇
の
上
で
胸
の
底
か
ら
の

思
い
を
語
り
か
け
る
人
々
、
ド
ラ
マ
で
熱
演
名

演
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
人
々
、
舞
台
裏
を
支
え
る

人
々
、
そ
し
て
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
も
う

一

つ
の
主
役
は
、
こ
こ
に
集
ま

っ
た
人
々
だ
、
と

い
う
こ
と
を
深
く
感
じ
た

一
日
で
し
た
。
北
か

ら
南
か
ら
の
会
員
だ
け
で
約
六
〇
〇
人
と
聞
く

と
、
こ
の

一
体
感
、
そ
し
て
波
紋
の
ひ
ろ
が
る

手
ご
た
え
は
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

チ
ル
チ
ル
爺
、
ミ
チ
ル
婆
と
し
て
各
案
内
役

を

つ
と
め
て
下
さ

っ
た
永
六
輔
、
秋
山
ち
え
子

両
先
生
は
、
当
日
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
企
画

を
ラ
ジ
オ
番
組
な
ど
を
通
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
朝
日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
東
京
新

聞
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ハ
テ
レ
ビ
朝
日
な
ど
、
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
に
も
数
多
ぐ
取
り
上
げ
ら
れ
、
当
会
の
活
動

の
意
義
が
い
よ
い
よ
拡
が
り
と
深
ま
り
を
示
し

た
こ
と
は
心
強
い
限
り
で
す
。
地
方
政
治
と
女

性
議
員
の
か
か
わ
り
は
、
今
回
全
国
初
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
実
像
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
高

齢
化
社
会
を
豊
か
に
生
き
た
い
、
人
間
ら
し
く

老
い
た
い
と
願
う
女
性
、
男
性
に
と

っ
て
、
こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
確
実
な
位
置
を
占
め
て
き

て
い
ま
す
。
来
年
は
仙
台
で
東
北
六
県
、
新
潟
、

北
海
道
の
仲
間
た
ち
が
す
で
に
活
動
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
き

っ
か
け
に
、
女

性
地
方
議
員
と
共
に
学
ぶ
高
齢
社
会
と
行
政
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
て
は
ど
う
か
、
の

声
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た

「老
い
の
青
い
鳥
」

は
有
馬
孝
子
様
の
ご
厚
意
に
よ
リ
ビ
デ
オ
が
で

き
て
、
貸
出
ｔ
も
考
え
て
い
ま
す
。
大
き
な
課

題
と
広
が
り
を

一
し
ょ
に
つ
く

っ
て
下
さ
う
た

皆
様
に
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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心 が の      い で  い 護 中 か に     係 が 身

い の
Nし ご
‖ま 家
五 す 族
六 °と
九  介
餞
体
験
に

す  が し   ｀で 介 介
他 護 護
の  の

nか  こ た
‖
° れ

五

・
三
％

七

・
六
％

五

。
一
％

八

一
。
二
％

お
年
寄
り
の
介
護
経
験

Ｎ
＝
五
六
九
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３
　
他
の
家
族
が
中
心
で
自
分
が
手
伝
う

三
二

・
三
％

４
　
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
一
一
。
四
％

問
Ｈ
　
介
護
の
中
で
い
ち
ば
ん
つ
ら
か
っ
た
こ

と

（○
印
は

一
つ
の
み
）

ｎ
＝
三
二
五

１
　
経
済
的
負
担
　
　
　
　
　
　
五

。
二
％

２
　
身
体
的
疲
労

・
病
気
　
　
一
〓
二
・
四
％

３
　
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
　
　
一
一七

・
七
％

４
　
家
族
の
協
力
が
な
い
　
　
　
〇

・
三
％

５
　
親
族
や
周
囲
の
無
理
解

。
人
間
関
係
の

ト
ラ
ブ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
七

。
一
％

６
　
仕
事
や
社
会
参
加
と
両
立
で
き
な
い

三
二

。
八
％

７
　
介
護
の
知
識
や
方
法
を
知
ら
な
か
っ
た

こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

・
二
％

８
　
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
七

・
四
％

間
１２
　
家
族
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
し

た
か
。
い
く

つ
で
も
○
を
つ
け
て
下
さ
い

ｎ
＝
三
二
五

な
　
し

家
政
婦

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

訪
問
看
護
婦

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
浴
サ
ー
ビ
ス

デ
イ

・
ケ
ア

ンヽ
ョ
ー
ト
‐
・
ス
テ
イ

給
食
サ
ー
ビ
ス

介
護
教
室

そ
の
他

四
九
一
〓
二三二一三〇二〇一九

問
１３
　
今
後
、
老
人
介
護
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
た
ら
、議
員
活
動
（他
の
職
業
活
動
）

を
続
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
か
Ｎ
＝
五
六
九

１
　
思
　

つヽ
　
　
　
　
　
　
　
九

・
七
％

２
　
む
ず
か
し
い
が
何
と
し
て
も
仕
事
は
続

け
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
一ハ
七

一
〇
％

３
　
親
の
介
護
の
た
め
な
ら
辞
め
て
も
よ
い

一
・
八
％

４
　
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

・
〇
％

間
１４
　
老
人
介
護
と
議
員
生
活
の
両
立
の
た
め

に
、
何
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
か

Ｎ
＝
五
六
九

１
　
ヘ
ル
パ
ー
や
訪
問
看
護
婦
が
ひ
ん
ば
ん

に
来
て
く
れ
る
　
　
　
　
　
四
九

・
〇
％

２
　
近
く
に
特
養
ホ
ー
ム
が
あ
る
二
五

・
八
％

３
　
老
人
病
院
の
充
実
　
　
　
一
〓
二
。
九
％

４
　
往
診
し
て
く
れ
る
医
者
が
い
る
一
七

・
八
％

５
　
近
く
に
デ
イ
ケ
ア

・
セ
ン
タ
ー
が
あ
る

こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇

・
四
％

６
　
家
族
の
理
解
や
協
力
が
あ
る
こ
と

二
五

。
九
％

７
　
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
四

。
七
％

３
　
一一れ
か
ら
の
餞
員
活
動
と
高
齢
化
社
会
に

つ
い
て
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

問
１５
　
あ
な
た
は
選
挙
活
動
の
中
で
高
齢
化
対

策
を
主
た
る
政
策
の

一
つ
に
掲
げ
ら
れ
ま

し
た
か
　
Ｎ
＝
五
六
九

一‐２．　囃いか　　　　　　　八」
一純亦



「

☆女性地方議員の介護体験と高齢化政策に関するアンケート結果 。抜粋

間
5    4    3  2    1       17 10    9 8    7  6    5    4 3 2  1

間    間
21 3  2  1 20 14 13 12 11 10 9  8  7  6  5  4  3  2  1

″
は
い
″
と
答
え
た
方
に
、
高
齢
化
社
会
対

策
と
し
て
、
特
に
何
を
提
言
さ
れ
ま
し
た

か
。
い
く
つ
で
も
○
を
つ
け
て
下
さ
い

ｎ
＝
五
〇

一

年
金
の
充
実
　
　
　
　
　
一
九

・
〇
％

雇
用
機
会
の
確
保
　
　
　
一
六

。
二
％

・
要
介
護
老
人
の
た
め
の
施
設
の
充
実

七
四

。
一
％

要
介
護
老
人
の
た
め
の
在
宅
福
祉
の
充

実
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九

・
四
％

学
習

。
社
会
参
加
機
会
の
拡
充
二
四

。
〇
％

ケ
ア
付
住
宅
の
建
設
　
　
一二
ハ
上
二
％

介
護
手
当
制
度
の
創
設
な
い
し
拡
充

三
七

・
三
％

情
報
シ
ス
テ
ム
の
確
立
　

一
七

ｏ
四
％

老
人
病
院
、
往
診
な
ど
医
療
の
充
実

三
七

・
五
％

そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
一
一五

。
〇
％

こ
れ
か
ら
あ
な
た
の
地
域
で
最
も
力
を

入
れ
た
い
と
思
わ
れ
る
老
人
福
祉
サ
ー
ビ

ス
は
何
で
す
か
Ｔ
一つ
ま
で
）
Ｎ
＝
五
六
九

二
世
代

（四
世
代
）
同
居
で
き
る
住
宅

建
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

・
七
％

高
齢
者
向
け
ケ
ア
付
住
宅
二
五

。
三
％

昼
間
預
か
る
デ
イ
セ
ン
タ
ー二
七

・
六
％

昼
間
預
か
る
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
＝
●
一

五

・
六
％

夜
間
預
か
る
ナ
イ
ト
ケ
ア
　
四

・
四
％

６
　
入
浴
サ
ー
ビ
ス

（巡
回
）
、
（通
所
）

七

・
六
％

７
　
給
食
サ
ー
ビ
ス

（配
達
）

一
九

・
三
％

８
　
給
食
サ
ー
ビ
ス

（送
迎
つ
き
会
食
）

二

・
八
％

９
　
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

（短
期
入
所
）

一
五

・
三
％

１０
　
外
出
の
た
め
の
送
迎
サ
ー
ビ
スニ

・
八
％

Ｈ
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
充
実
四
八

・
九
％

‐２
　
住
民
参
加
型

ヘ
ル
パ
ー
の
充
実
一
四

・
八
％

・３
　
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
　
　
八

。
一
％

・４
　
介
護
研
修
の
充
実
　
　
　
　
一
一
上
ハ
％

・５
　
訪
間
看
護
の
充
実
　
　
　
一
四

・
二
％

・６
　
痴
呆
性
老
人
の
た
め
の
政
策二
五

・
八
％

‐７
　
若
年
要
介
護
者
の
た
め
の
政
策四

・
四
％

・８
　
高
齢
者
に
住
み
や
す
い
都
市
計
画

二
八

。
一
％

‐９
　
一
人
ぐ
ら
し
高
齢
者
の
介
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

・
七
％

２０
　
元
気
に
老
い
る
た
め
の
生
涯
学
習
の
充

実
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

・
五
％

２．
　
子
ど
も
の
た
め
の
福
祉
教
育
七

・
〇
％

２２
　
い
つ
ま
で
も
働
け
る
場
の
創
設
七

・
〇
％

２３
　
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
一二
二

一％

あ
な
た
自
身
の
老
い
に
つ
い
て
お
う
か
が

い
し
ま
す
。

問
１９
　
も
し
自
分
が
要
介
護
状
況
に
な

っ
た
と

き
、
主
と
し
て
、
ど
こ
で
（だ
れ
に
）
介
護
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
か
Ｎ
Ｉ
五
六

九
自
宅
で
配
偶
者
　
　
　
　
一
六

。
三
％

自
宅
で
息
子

　

・　
　
　
　
一
。
四
％

自
宅
で
娘
　
　
　
　
　
　
　
八

・
三
％

自
宅
で
嫁
　
　
　
　
　
　
　
四

。
二
％

自
宅
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二

一
。
一
％

自
宅
で
訪
間
看
護
婦
　
　
一
〇

・
〇
％

自
宅
で
家
政
婦
　
　
　
　
　
一二
上
二
％

自
宅
で
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
　
一
一
上
ハ
％

有
料
老
人
ホ
ー
ム
　
　
　
　
五

。
三
％

ケ
ア
付
住
宅
　
　
　
　
　
一
七

・
九
％

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　

十
六

・
三
％

老
人
保
健
施
設
　
　
　
　
　
七
・
四
％

老
人
病
院
　
　
　
　
　
　
　
四

。
○
％

そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
一
一
・
八
％

介
護
に
子
ど
も
は
頼
れ
る
か
Ｎ
＝
五
六
九

頼
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
一
四

・
四
％

そ
う
思
わ
な
い
　
　
　
　
四
七

。
一
％

分
か
ら
な
い
　
　
　
　
　
一
一八

。
一
％

よ
い
施
設
、
手
厚
い
介
護
の
費
用
負
担

は
？
　
Ｎ
＝
五
六
九

国
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
充
実
の
た
め
税
負

担
が
増
え
て
も
よ
い
　
　
　
四
七

・
六
％

個
人
で
老
後
対
策
を
た
て
る

一
〇

。
九
％

そ
の
他
　
　
　
　
　
　
一二
八

。
一
％



一
九
九

一
年
九
月

一
日

（日
）

第
十
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
前
夜
祭

第
十
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
さ
れ
る
会
員

の
懇
親
と
交
流
会
を
兼
ね
て
前
夜
祭
が
開
か
れ

ま
し
た
。
会
場
の
国
立
教
育
会
館

一
階

。
レ
ス

ト
ラ
ン

「
カ
ト
レ
ヤ
」
で
五
時
に
受
付
開
始
。

明
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
め
ざ
し
、
前
日
か

ら
、
上
京
さ
れ
た
会
員
た
ち
、
そ
し
て
出
演
く

だ
さ
る
地
方
議
員
の
方
達
、
関
係
者
、
な
ど

一

五
〇
人
の
参
加
者
で
会
場
は
ア
ッ
と
い
う
間
に

埋
め
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。
（会
場
も
狭
く
、
お
料

理
も
不
手
際
が
あ
っ
た
こ
と
、
お
許
し
下
さ
い
）

司
会
の
林
理
事
の
開
会
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

つ
づ
い
て
、
長
年
の
会
員
で
あ
り
、
石
川
県
金

沢
市
か
ら
来
ら
れ
た
、
梶
井
幸
代
さ
ん
の
祝
辞
。

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
、
力
強
い
言
葉
で
後

輩
を
励
ま
し
、
地
方
に
あ

っ
て
こ
の
会
と
共
に

あ
る
姿
勢
は
、
当
会
に
こ
の
人
あ
り
の
感
を
深

め
た
も
の
で
し
た
。

次
に
、
「寸
劇
シ
ン
ポ
シ
ウ
ム
ー
老
い
の

夕青

い
鳥
″
は
ど
こ
に
？
』
の
出
演
者
で
あ
り
、
主

役
の

一
人
で
あ
る
、
秋
山
ち
え
子
さ
ん
に
乾
杯

の
音
頭
を
と

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
の
ご
あ
い
さ
つ
の
中
に

「
こ
の
会

で
は
い
つ
も
、
陰
の
人
と
し
て
私
は
お
手
伝
い

を
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
は
、
舞

台
に
上
る
こ
と
に
な
り
戸
惑

っ
て
ま
す
。
こ
の

前
夜
祭
で
、
女
性
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ま
の

あ
た
り
に
み
て
、
こ
れ
は
新
し
い
政
党
に
も
な

り
う
る
の
で
は
な
い
か
…
…
」
と
率
直
な
驚
き

を
表
わ
さ
れ
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、
日
本
を

縦
断
す
る
会
員
の
集
ま
り
は
、
確
か
に
、
こ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
底
深
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
年

一
回
の
シ
ン
ポ
シ
ウ
ム
や
会
報

で
知
り
合

っ
た
懐
か
し
い
会
員
同
士
の
情
報
交

換
や
そ
の
活
動
の
よ
う
す
を
話
し
合
う
歓
談
と

パ
ー
テ
ィ
に
入
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
遠
来
の
グ
ル
ー
プ
会
員
の
紹
介
と

ス
ピ
ー
チ
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

仙
台
、
新
潟
、
盛
岡
、
長
野
、
福
島
、
京
都
、

島
根
、
熊
本
、
北
九
州
な
ど
、
遠
路
は
る
ば
る

グ
ル
ー
プ
で
参
加
く
だ
さ

っ
た
方
々
の
熱
意
あ

ふ
る
る
ス
ピ
ー
チ
は
、
拍
手
、
拍
手
の
連
続
。

引
き
つ
づ
き
樋
口
代
表
か
ら
、
明
日
の
シ
ン

ポ
に
向
け
て
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

「と
う
と
う
十
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
グ
ル
ー

プ
会
員
も
十

一
か
ら
始
ま

っ
て
今
や

一
〇
〇
グ

ル
ー
プ
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
女
性
た

ち
が
地
域
で
自
分
た
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
老
い
の

基
盤
を
作
り
始
め
ま
し
た
。
地
方
選
で
増
え
た

女
性
議
員
を
混
じ
え
、
地
域
を
変
え
る
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
作
戦
を
展
開
し
、
結
果
的
に
日
本
全
体

ど
こ
で
も
老
い
や
す
い
社
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

保
健
と
福
祉
と
医
療
の
三
本
立
に
し
た
明
日
の

舞
台
に
お
し
み
な
い
拍
手
を
／
」
と
い
う
言
葉

で
結
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
特
別
出
演
の
大
熊

一
夫
氏
か
ら
、

イ
タ
リ
ア
民
謡
オ

・
ソ
レ
ミ
ヨ
を
会
場
を
揺
る

が
す
パ
リ
ト
ン
で
披
露
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

（神
馬
由
貴
子
記
）
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女
た
ち
は
老
い
の
地
図
を
塗
，
変
え
る

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

レ
ポ
ー
タ
ー

本
年
四
月
の
統

一
地
方
選
挙
で
選
出
さ
れ
た

女
性
議
員
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

を
手
が
か
り
に
、
文
字
通
り
北
は
北
海
道
か
ら

南
は
沖
組
ま
で
二
十
二
人
の
女
性
議
員
が
舞
台

に
そ
ろ
い
、
自
ら
の
介
護
体
験
や
高
齢
化
問
題

へ
の
と
り
組
み
を，
語
り
合

っ
た
。

出
浩
署
町

山
口
ゆ
き
子

（甚
讐
歳
鼻
じ

・

浦
川
陽
子

（岩
手
県
盛
岡
市
）

。
中
鳴
里
美

（埼

玉
県
所
沢
市
）

・
桑
山
静
子

（埼
玉
県
川
越
市
）
。

三
井
マ
リ
子

（東
京
都
）
。
富
沢
由
子

（東
京

数彩
γ
度
）
・渡
辺
久
美
子

（墓
鼻
磐
置
群
じ

・

土
井
節
子

（東
京
都
田
無
市
）

・
木
村
の
り
子

（東
京
都
港
区
）

。
加
藤
巴
江

（神
奈
川
県
小

田
原
市
）

。
有
安
八
重
子

（神
奈
川
県
逗
子
市
）
・

宮
沢
栄
子

（
山
梨
県
）

。
石
川
美
和
子

（長
野

県
上
田
市
）

。
松
川
キ
ヌ
ョ

（新
潟
県
長
岡
市
）
。

袖 沖 樋
井 藤 口

恵
子
典
子
孝
子

イ

ン
タ
ビ

ュ
ア
ー

芹
沢
茂
登
子

中
村
　
雪
江

望
月
　
幸
代

井
上
み
ゆ
き

内
田
洵
子

（新
潟
県
新
潟
市
）

・
森
下
茂
子

（愛

知
県
渥
美
町
）

ｒ
正
村
満
理
子

（滋
賀
県
彦
根

市
）

・
八
島
フ
ジ
エ

（京
都
府
城
陽
市
）

。
中

村
幸
子

（島
根
県
匹
見
町
）

・
森
田
益
子

（高

知
県
）

・
福
田
淑
江

（福
岡
県
北
九
州
市
）

・

玉
城
文
子

（沖
縄
県
豊
見
城
村
）。　
一
期
目
が
十

四
人
、
二
期
目
以
上
が
八
人
で
、
大
部
分
が
会

員
で
あ
る
。

ま
ず
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ａ
で
は
、
沖
藤

。
袖
井
が

調
査
結
果
を
報
告
し
、
そ
れ
に
関
連
し
て
自
ら

の
体
験
を
話
し
て
も
ら

っ
た
。
調
査
に
よ
る
と

「現
在
介
護
中
」
と

「過
去
に
介
護
し
た
」
を

合
わ
せ
る
と
半
数
を
超
え
、
こ
れ
に

「
こ
れ
か

ら
可
能
性
あ
り
」
を
加
え
る
と
九
割
に
の
ぼ
る
。

介
護
と
議
員
活
動
と
の
両
立
に
つ
い
て
は
、
議

員
活
動
を

「続
け
ら
れ
る
と
思
う
」
は

一
割
足

ら
ず
、
「む
ず
か
し
い
が
何
と
か
し
て
続
け
た
い
」

が
約
三
分
の
二
、
そ
し
て

「介
護
の
た
め
な
ら

辞
め
て
も
よ
い
」
が

一
・
八
％
で
あ

っ
た
。

壇
上
の
議
員
で
つ
ち
に
は
、
親
や
大
の
介
護

体
験
の
あ
る
人
が
少
な
く
な
い
。
福
田
氏
は
二
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期
目
の
選
挙
に
出
よ
う
と
す
る
時
に
、
夫
が
心

筋
梗
塞
で
倒
れ
た
た
め
、
選
挙
中
大
変
に
苦
労

し
て
い
る
。
調
査
に
よ
る
と
、
家
族
に
外
の
公

的
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
人
は
ご
く
少
数
。
山

口
氏
も
、
母
親
が
倒
れ
た
時
に
は
付
き
添
い
を

頼
ん
だ
と
い
う
。

調
査
に
よ
る
と
、
選
挙
活
動
の
中
で
高
齢
化

対
策
を
主
な
政
策
に
あ
げ
た
人
は
九
割
弱
。
今

後
、
自
分
の
地
域
で
最
も
力
を
い
れ
て
い
き
た

い
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
都
市
で
は
ケ

ア
付
住
宅
を
、
町
村
で
は
入
浴
サ
ー
ビ
ス
や
高

齢
者
の
介
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
あ
げ
る
人

が
相
対
的
に
多
か
っ
た
。

人
口
が
七
千
人
か
ら
二
千
人
に
減
少
し
、
高

齢
化
率
三
〇
％
、
世
帯
の
半
数
が
高
齢
者
世
帯

と
い
う
島
根
県
匹
見
町
選
出
の
中
村
氏
は
、
六

年
間
夫
の
親
を
介
護
し
た
体
験
を
踏
ま
え
て
、
「住

み
な
れ
た
地
域
で
老
い
て
死
を
迎
え
る
た
め
に
、

多
機
能
施
設
を
作
り
た
い
」
と
語

っ
た
。
ま
た
、

高
齢
化
率

一
四

”
六
％
の
盛
岡
市
選
出
の
浦
川

氏
は

「市
に
は
入
浴
車
が
二
台
し
か
な
い
た
め
、

希
望
者
は

一
か
月
に

一
度
し
か
入
れ
な
い
。
民

間
業
者
に
頼
め
ば

一
回

一
万
五
千
円
か
か
り
、

お
金
の
あ
る
人
し
か
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な

い
」
と
訴
え
た
。

雪
国
の
北
海
道
広
島
町
選
出
の
山
口
氏
は
、
「除

雪
車
が
通

っ
た
後
、
玄
関
の
前
に
雪
が
積
み
上

げ
ら
れ
て
、
お
年
寄
り
は
外
に
出
ら
れ
な
い
。

除
雪
車
の
方
向
を

一
寸
変
え
れ
ば
可
能
だ
が
、

や
ろ
う
と
し
な
い
。
男
性
に
は
弱
者
に
対
す
る

思
い
や
り
が
な
い
」
と
語
っ
た
。

人
口
流
出
に
よ
る
高
齢
化
の
進
行
は
、
大
都

市
で
も
著
し
い
。
港
区
議
の
本
村
氏
は
、
「地
価

高
騰
の
た
め
に
老
人
の
住
宅
問
題
を
深
刻
に
し

て
い
る
。
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
付
住
宅
を
や
っ
と

十
九
戸
実
現
さ
せ
た
」
と
報
告
し
た
。
ま
た
、

豊
島
区
議
の
渡
辺
氏
は
、
対
象
人
口
が
増
え
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
六
年
間

ヘ
ル
パ
ー

の
増
員
が
な
い
こ
と
を
訴
え
る
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ｂ
で
は
、
「私
は
こ
う
し
て
議
員

に
な

っ
た
」
「私
た
ち
の
地
域
で
何
が
問
題
か
」

「
こ
う
す
れ
ば
老
人
の
地
図
が
塗
り
変
え
ら
れ

る
」
等
に
つ
い
て
フ
リ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
た
。

選
出
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
み
る
と
、
全
議

員
中
女
性
は

一
人
、
あ
る
い
は
何
十
年
ぶ
り
に

初
め
て
誕
生
し
た
女
性
議
員
と
い
う
人
が
多
く
、

政
治
の
場

へ
の
女
性
の
進
出
が
い
か
に
難
し
い

か
を
示
し
て
い
る
。
小
田
原
市
議

。
四
期
目
の

加
藤
氏
は
、
未
だ
に
た
だ

一
人
の
女
性
議
員
。

宮
沢
氏
は
、
山
梨
県
政
史
上
初
の
女
性
議
員
。

ま
た
渥
美
町
議
の
森
下
氏
は
三
十
六
年
ぶ
り
、

上
田
市
議
の
石
川
氏
は
二
十
六
年
ぶ
り
の
女
性

議
員
「
「大
に
も
、
周
囲
に
も
反
対
さ
れ
た
」
（松

川
氏
）、
「選
挙
に
出
る
位
な
ら
パ
ー
ト
に
出
た

方
が
よ
い
と
い
わ
れ
た
」
（桑
山
氏
）
の
よ
う
に

周
囲
の
協
力
が
あ
ま
り
得
ら
れ
な
か
っ
た
人
も

い
る
が
、
森
田
氏
の
よ
う
に
市
議
県
議
合
わ
せ

て
六
回
の
選
挙
を
、
ほ
と
ん
ど

一
銭
も
使
わ
ず
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に
済
ま
せ
た
人
も
い
る
。

選
出
さ
れ
て
み
て
驚
い
た
の
は
、
「議
会
が
男

性
中
心
で
あ
る
」
（宮
沢
氏
）、
「男
は
、　
ハ
ー
ド

に
ば
か
り
目
を
向
け
る
」
（玉
城
氏
）、
「高
齢
化

問
題
が
、
議
会
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
大

変
少
な
い
」
（石
川
氏
）
の
指
摘
が
あ
り
、
女
性

が
も

っ
と
政
治
の
場
に
進
出
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
の
が
大
多
数
の
意
見
で
あ

っ
た
。

他
方
、
「役
所
に
行
け
ば
情
報
を
提
供
し
て
く

れ
る
の
で
、
情
報
公
開
に
力
を
入
れ
た
い
」
（八

島
氏
）、
「女
性
の
強
さ
を
行
政
は
無
視
で
き
な

い
」
（内
田
氏
）
等
、
女
性
議
員
と
し
て
の
メ
リ
ッ

ト
も
強
調
さ
れ
た
。

地
域
が
か
か
え
る
問
題
と
し
て
は
、
高
齢
化

問
題
に
加
え
て

「農
家
の
後
継
者
の
嫁
不
足
」
↑
林

下
氏
）
の
訴
え
が
あ

っ
た
。
既
存
の
サ
ー
ビ
ス

の
不
満
を
自
ら
の
力
で
解
決
し
た
人
も
あ
り
、
「人

口
二
十
万
人
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
た

っ
た
八

人
。
こ
れ
で
は
対
処
で
き
な
い
の
で
、
仲
間
と

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
協
会
を
作

っ
た
」
（加
藤
氏
）、

「妹
が
介
護
に
疲
れ
、
老
人
を
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
入
れ
た
が
っ
て
い
る
が
、
本
人
や
周

囲
が
納
得
し
な
い
。
そ
こ
で
特
養
へ
の
体
験
入

所
事
業

（お
た
め
し
入
居
）
を
始
め
た
。
ま
た
、

全
国
で
初
め
て
夜
間
老
人
を
あ
ず
か
る
ナ
イ
ト

ケ
ア
を
始
め
た
が
、
夜
あ
ず
け
て
朝
迎
え
に
行

ぐ
こ
と
は
大
変
に
む
ず
か
し
く
利
用
者
は
少
な

い
」
（松
川
氏
）
と
い
う
例
も
あ
る
。

今
後
実
施
さ
せ
て
い
き
た
い
こ
と
と
し
て
は
、

「女
が
無
償
で
し
て
い
る
家
事

・
育
児

。
介
護

の
総
点
検
と
性
別
役
割
分
業
の
撤
廃
」
會
一井
氏
）、

「社
会
福
祉
協
議
会
の
体
質
改
善
」
（宮
沢
氏
）、

「あ
ら
ゆ
る
公
共
施
設
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
」
（中

鳴
氏
）
、
「小
学
校
の
空
教
室
を
老
人
の
た
め
に

使
い
、
公
教
育
に
風
穴
を
開
け
た
い
」
（八
島
氏
）、

「老
若
男
女
が
つ
ど
え
る
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

を
つ
く
り
た
い
」
（桑
山
氏
）、
「中
学
校
区
に
福

祉
の
拠
点
を
置
き
た
い
」
（正
村
氏
）、
「ク
ア
ハ

ウ
ス
の
あ
る
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
り
た

い
」
（森
下
氏
）、
「医
療

・
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
」
（内
田
氏
）、
「市
民
参
加
の
福
祉
プ

ラ
ン
」
（有
安
氏
）
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た
。

国
に
対
す
る
要
望
と
し
て
は
、
「平
成
二
年
度

で
約
四
兆
円
と
い
わ
れ
る
消
費
税
を
福
祉
に
使

え
ば
、
二
十
四
時
間
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
で
き

る
は
ず
」
（山
口
氏
）、
「人
口
七
万
の
市
に
フ
ル

タ
イ
ム
の
ヘ
ル
パ
ー
は
二
人
し
か
い
な
い
た
め

有
償
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
依
存
し
て
い
る
が
、
時

給
が
低
く
、
労
働
時
間
が
短
い
た
め
に
と
う
て

い
生
活
で
き
る
収
入
は
得
ら
れ
な
い
。
国
は
へ

井ノレ町
鍔
蠍
鶏
毎
］鹿
邸
疑

る
」
（中
鳴
氏
）、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た
。

会
場
か
ら
は
、
「ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
依
存
の
福
祉

へ
の
反
対
。
介
護
は
国
の
制
度
に
す
べ
き
だ
」
「人

の
世
話
に
な
る
よ
り
、
ま
ず
健
康
づ
く
り
」
「有

償
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
解
消
」
な
ど
の
声
に
加
え

て
、
「男
性
議
員
は
ず
さ
ん
、
お
し
き
せ
で
物
を
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言
う
。
女
性
議
員
に
粉
砕
し
て
ほ
し
い
」
「女
性

議
員
に
予
算
を
し
っ
か
り
見
て
ほ
し
い
」
「ま
ず

身
近
な
男
性
で
あ
る
連
れ
合
い
を
変
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
」
な
ど
、
女
性
議
員
お
よ
び
女

性
全
般
へ
の
要
望
が
あ
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
議
員
の
側
か
ら
は
、
「国
を
変

え
る
た
め
に
は
女
性
が
中
心
に
な
っ
て
動
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
「女
性
の
議
員
を
増
や
し
、

地
方
か
ら
変
え
て
ゆ
き
た
い
」
「や
れ
ば
な
ん
で

も
で
き
る
」
「生
活
の
レ
ベ
ル
を
見
つ
め
、
女
性

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
た
い
」
凛
重
菌
含
に
も
っ

と
女
性
を
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

最
後
に
樋
口
代
表
か
ら
、
女
性
地
方
議
員
を

対
象
と
ｔ
て
初
め
て
実
施
さ
れ
た
調
査
の
意
義

と
、
地
域
や
党
派
を
超
え
て
集
ま
っ
た
二
十
二

人
の
女
性
議
員
の
話
し
合
い
へ
の
感
想
が
述
べ

ら
れ
た
。

議
員
が
介
護
に
苦
労
し
て
い
る
実
態
に
触
れ
、

働
い
て
い
る
た
め
に
親
を
施
設
に
あ
ず
け
た
こ

と
が
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
お
り
、
女
性
は
在
宅

に
せ
よ
、
施
設
に
せ
よ
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
負
っ

て
い
る
。
老
い
の
地
図
を
塗
り
変
え
る
に
は
、

何
よ
り
も
地
域
の
タ
テ
割
り
行
政
を
解
消
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
で
き
る
の
が
女
性

議
員
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
の
壁
も
く
ず
れ
た
が
、

女
性
議
員
と
女
性
た
ち
、
そ
し
て
男
性
を
も
巻

き
こ
ん
で
老
い
の
地
図
を
塗
り
変
え
て
ゆ
き
た

い
。
さ
ら
に
女
性
地
方
議
員
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を

つ
く
り
、
そ
れ
を
基
礎
に
、
地
域
を
、
国

を
変
え
て
ゆ
き
た
い
ト
ー
と
い
う
呼
び
か
け
で
、

長
時
間
に
わ
た
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
幕
を
と
し

た
。

ホ
　
　
　
　
　
　
中
　
　
　
　
　
　
＊

九
時
半
と
い
う
早
い
開
始
時
間
に
ど
れ
程
人

が
集
ま
る
か
気
が
か
り
だ
っ
た
が
、
会
場
は
ほ

ぼ

一
杯
。
三
時
間
に
わ
た
る
長
丁
場
の
た
め
、

途
中
で
だ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
た
が
、
熱
の
こ
も
っ
た
話
し
合
い
が
行
わ
れ

た
こ
と
は
驚
異
で
さ
え
あ
る
。
そ
れ
だ
け
、
地

域
に
お
け
る
高
齢
化
対
策
を
よ
り
良
い
も
の
に

し
て
い
く
こ
と
に
対
す
る
人
び
と
の
関
心
が
深

く
、
女
性
議
員
の
活
動
へ
の
期
待
が
高
い
と
い
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
。

ア
ン
ケ
ー
■
調
査
の
自
由
回
答
や
、
壇
土
か

ら
の
発
言
を
通
し
て
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
女
性

議
員
の
真
面
目
さ
と
熱
意
、
そ
し
て
高
齢
化
間

題
に
取
り
組
む
姿
勢
の
真
剣
さ
で
あ
る
。
党
派

を
超
え
て
、
現
在
の
日
本
の
医
療
福
祉
制
度
の

在
り
方
に
疑
間
が
出
さ
れ
て
い
る
。
国
会
議
員

で
あ

っ
た
な
ら
、
お
そ
ら
く
も

っ
と
党
派
に
し

ば
ら
れ
た
タ
テ
マ
エ
的
な
答
え
が
出
て
き
た
で

あ
ろ
う
。
地
方
か
ら
、
そ
し
て
女
性
の
手
に
よ
っ

て
、
確
実
に
日
本
は
変
わ

っ
て
い
く
よ
う
な
予

感
が
す
る
。

一
　

（袖
井
　
孝
子
記
）
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■

第
二
部

■

寸
劇
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

老
い
の
″
圭日
い
鳥
〃
は
ど
こ
に
？

「青
い
鳥
を
見
つ
け
る
た
め
の
１０
の
提
言
』
　

当
会
会
員

・
出
演
者

試
み
を
、
と
い
う
こ
と
で
こ
の
寸
劇
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
誕
生
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
老
い
た
と
き
、

ど
こ
で
安
心
し
て
人
間
ら
し
く
、尊
厳
を
持

っ
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
か
、
″老
い
の
青
い
鳥
″を

求
め
て
、
チ
ル
チ
ル
爺
、
ミ
チ
ル
婆
が
、あ
ち
こ
ち

尋
ね
て
ま
わ
る
と
い
う
設
定
。
ド
ラ
マ
は
す
べ
て

実
際
の
取
材
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。贋
作
者

・
樋

日
恵
子
は
、推
敲
を
重
ね
て
完
成
は
上
演
の

一
週

間
前
、決
定
稿
は
前
日
と
い
う
ま
さ
に
苦
心
の
結

晶
で
す
。

―
―
―
第

一
場
―
―
―

舞
台
に
は
、高
福
祉
で
知
ら
れ
る
北
欧
の
よ
う

や
ヘ
ル
パ
ー
に
助
け
ら
れ
、
在
宅
で
ゆ
っ
た
り
と

生
活
し
て
い
る
高
齢
者
の
姿
を
見
な
が
ら
、
チ
ル

チ
ル
爺
、
ミ
チ
ル
婆
は
、
老
後
の
不
安
の
大
き
い

日
本
は
ど
う
な
の
か
と
ま
ず
病
院
を
訪
ね
て
み

，●
。―
―
―
第
二
場
―
―
―

舞
台
は

一
般
病
院
。
ナ
ー
ス
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
ブ
ザ
ー
が
い
ち
ど
き
に
四
つ
鳴
る
。患
者
た
ち

か
ら
の
て
ん
で
の
訴
え
で
、
ナ
ー
ス
（渥
美
）
は
て

ん
て
こ
舞
い
。

こ
う
し
た

一
般
病
院
で
、
お
年
寄
り
を
介
護
す

る
ほ
ん
も
の
の
吉
田

・
看
護
婦
登
場

月
に
九
～

十
日
の
花
動
“
重

症
を
含
む
五
八

人
の
患
者
を
深

夜
勤
二
人
で
看

取
る
。過
酷
な
労

働
条
件
で
十
六

年
間
働
き
続
け

て
こ
ら
れ
た
の

は
、ま
さ
に
家
族

の
協
力
と
犠
牲

続
い
て
中
村

雪

江

・
ソ
ー

シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー
が
登
募
ら
い

ま
の
医
療
制
度
で
は
、
お
年
寄
り
の
入
院
が
長
引

く
と
、医
学
管
理
料
が
半
年
で
％
に
減
り
、
リ
ハ

ビ
リ
の
料
金
も
安
く
な
り
、
病
院
が
経
済
的
に
成

り
立
た
な
く
な
る
た
め
、患
者
を
早
く
追
い
出
そ

う
と
す
る
事
情
を
説
明
。

で
は
そ
の
先
は
ど
う
な
る
の
か
。な
ん
と
か
し

て
在
宅
へ
。
老
人
保
健
施
設
で
自
立
で
き
る
ま
で

回
復
す
る
の
が
理
想
だ
が
、
十昼
示
都
を
例
に
と
る

と
た
っ
た

一
つ
、
五
千
人
の
待
機
者
が
い
る
。
そ

こ
で
老
人
病
院
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、自
己
負

担
が

一
か
月
二
十
万
か
か
る
わ
り
に
は
介
護
の

サ
ー
ビ
ス
の
悪
い
と
こ
ろ
が
多
い
。

良

′じ、
的
と
定
評
の
あ
る
天
本
病
院
院
長
か
ら

老
人
病
院
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
昭
和
二
十

原
作
ｏ
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
　
　
ロ
作
・
●
口
凛
子
　
　
ス
ラ
イ
ド
提
供
ｏ
日
本
祐
三
（阪
南
中
央
●
院
内
科
Ｅ
長
）

出
演
奢
　
　
チ
ル
チ
ル
爺
。
永
六
●
　
　
ミ
テ
ル
姜

・
秋
山
ち
え
子
　
　
特
別
出
演
ｏ
大
館

一
夫

鷹
書
と
撮
●
　
　
　
　
　
　
看
護
婦

・
吉
田
和
子
／
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
。
中
村
雪
江
／
老
人
病
院
長
・
天
本
宏
／
家
政
婦

。
大
岩

教
子
／
看
護
助
手

。
西
尾
波
子
／
特
養
ホ
ー
ム
施
設
長

・
桜
井
里
二
／
同

。
有
馬
孝
子
／
特
養
ホ
ー
ム
寮

母

。
安
田
敬
子
／
訪
間
看
護
婦

・
加
藤
登
志
子
／
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

・
井
上
千
津
子
／
同

。
市
村
芳
乃
／

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
白
川
す
み
子
／
家
族

・
中
村
和
子

渥
美
雅
子
／
多
田
哲
朗
／
中
鳴
里
美
／
松
村
満
美
子
／
三
井
マ
リ
子
／
沖
藤
典
子
／
全
谷
千
都
子
／
神
馬

由
責
子
／
芹
沢
茂
登
子
／
袖
井
孝
子
／
高
見
澤
た
か
子
／
林
慶
子
／
藤
久
ミ
ネ

厚
生
省
老
人
福
祉
計
画
課
長
・
中
村
秀

一　
　
厚
生
省
老
人
保
健
課
長
・
伊
藤
雅
治

放
送
タ
レ
ン
ト
・
永
六
輔
　
　
評
論
家

・
秋
山
ち
え
子
　
　
当
会
代
表
・
樋
口
恵
子

ツ
１０
の
提
言
』
　

当
会
会
員

・
出
演
者

一
同

遺
行
。
舞
台
監
督
　
　
　
　
林
慶
子
／
全
谷
千
都
子
／
高
見
澤
た
か
子
／
藤
久
ミ
ネ

晨
作
協
力
（替
え
歌
な
ど
）

大
熊

一
夫

回
日
で
も
あ
り
、な
に
か
新
し
い

す
が
ス
ラ
イ
ド
で
写
し
出
さ
れ
る
。

寸
■
俳
優
（当
会
会
員
）

第
二
●
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

―載病院 ナースはてんてこ舞い
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三
年
に
で
き
た
医
療
法
で
は
、
「病
気
を
治
す
こ

と
」
に
お
金
を
か
け
て
も
、患
者
の
生
活
の
質
を

高
め
る
こ
と
に
は
お
金
が
支
払
わ
れ
な
い
し
く

み
に
な

っ
て
い
る
。
入
浴
設
備
、
病
室
や
廊
下
の

空
間
的
ゆ
と
り
、
そ
し
て
介
護
の
マ
ン
パ
ワ
ー
の

絶
対
的
不
足
。
医
療
従
事
者
に
も
週
休
二
日
制
を

確
保
で
き
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
強
調
。

続
い
て
入
院
中
の
お
年
寄
り
の
世
話
を
す
る

大
岩

・
家
政
婦
、
西
尾

。
看
護
助
手
か
ら
、
眠
る

暇
も
な
い
よ
う
な
厳
し
い
労
働
条
件
で
あ
り
な

が
ら
、保
障
の
な
い
辛
さ
や
、
ぜ
ひ
若
い
力
を
現

場
に
欲
し
い
と
い
う
希
望
が
述
べ
ら
れ
る
。
チ
ル

チ
ル
爺
、
ミ
チ
ル
婆
は
現
在
の
老
人
病
院
は
「現

代
版
姥
捨
て
山
」
と
聞
い
で
び
っ
く
り
、
「生
活
が

あ

っ
て
明
る
い
」
と
い
う
評
判
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
ヘ
向
か
う
。

ト
ー
ー
第
三
場
―
―
―

さ
く
ら
苑

。
桜
井
園
長
は
、ま
ず
職
員
数
を
現

在
の
三
倍
に
し
て
欲
し
い
こ
と
、
ま
た
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
ま

っ
た
く
な
い
設
置
基
準
、
「措
置
」
と
い

う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
日
本
の
老
人
福
祉
の
貧

ｔ
さ
を
指
摘
。

サ
ン
ラ
イ
フ
ら
く
し
ゅ
ｏ
有
馬
理
事
長
は
、高

齢
者
が
自
立
し
て
暮
ら
し
た
い
と
い
う
希
望
に

応
え
る
た
め
ヘ
ル
パ
ー
を
導
入
、特
養
と
の
併
設

で
日
本
初
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

た
だ
し
所
得
に
応
し
て

一
か
月
六
～
八
万
円
の

経
費
が
必
要
、月
収
二
十
八
万
円
の
上
限
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
は
女
性
も
経
済
的
自
立
を
し
な
い
と
、

老
齢
年
金
四
万
円
で
は
ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
も
入
れ

な
い
と
、
女
性
の
立
場
か
ら
働
き
続
け
る
こ
と
を

力
説
。
な
ぎ
さ
和
楽
苑
の
安
田

・
寮
母
は
、
若
い
す
ば

ら
し
い
感
性
の
寮
母
さ
ん
た
ち
が
慢
性
の
肩
こ

り
や
腰
痛
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
一
所
懸
命
お

年
寄
り
の
世
話
を
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
。
し
か

し
「同
じ
目
線
の
高
さ
で
接
す
る
よ
う
に
」
と
教

育
を
受
け
て
も
、現
場
で
は
食
事
の
介
助
も
立
っ

た
ま
ま
、
四
人
い
ち
ど
き
と
い
う
有
様
。
せ
っ
か

く
こ
の
仕
事
に
生
き
が
い
を
見
出
し
て
い
る
若

い
人
た
ち
さ
え
、職
場
か
ら
離
れ
て
行

っ
て
し
ま

つヽ
。
行
政
の
人
た
ち
も
、
ほ
ん
と
う
に
お
年
寄
り

た
ち
が
何
を
い

ち
ば
ん
望
ん
で

い
る
か
を
知
っ

て
欲
し
い
と
説

再
び
桜
井
氏

が
チ
ル
チ
ル
爺
、

ミ
チ
ル
婆
の
質

問
に
応
え
て
登

場

お
年
寄
り
が

施
設
に
入
居
し

た
い
と
思

っ
て

も
、す
べ
て
申
請

主
義
で
、手
続
ぎ

が
面
倒
。
そ
の
上
、
た
と
え
ウ
エ
イ
テ
ィ
ン
グ

・

リ
ス
ト
に
の
っ
た
と
し
て
も
、
た
と
え
ば
横
浜
を

例
に
と
る
と
、希
望
す
る
施
設
に
入
る
に
は
二
年

半
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
明
。
」ヽれ
を
受

け
て
、運
よ
く
施
設
に
入
れ
て
も
、
四
人
部
屋
、
お

仕
着
せ
の
衣
料
や
髪
型
、持
ち
物
も
段
ポ
ー
ル
箱

二
個
に
制
限
さ
れ
歯
ブ
ラ
シ
ま
で
全
員
共
通
、
お

な
ら
を
す
る
権
利
も
な
い
と
い
う
状
況
を
運
営

委
員
、事
務
局
の
面
々
が
迷
演
。

―
―
―
第
四
場
―
―
―

病
院
も
ダ
メ
老
人
ホ
ー
ム
も
満
杯
、
で
は
厚
生

省
が
進
め
て
い
る
在
宅
は
大
文
夫
だ
ろ
う
か
。

舞
台
は
父
（多
田
）、母
（高
見
澤
）倒
れ
て
共
に

五
年
、
そ
れ
を
四
〇
歳
に
な
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

息
子
（大
熊
）
が
働
き
な
が
ら
看
取
っ
て
い
る
と

い
う
Ａ
家
の
例
。父
親
が
迫
真
の
演
技
で
、
「な
に
、

老
人
ホ
ー
ム
に
入
れ
だ
と
？
　
親
不
孝
者
／
」
と

息
子
を
怒
鳴
り
つ
け
る
。
「嫁
さ
え
い
れ
ば
…
…
」

と
息
子
は
嫁
さ
が
し
に
飛
び
出
す
。

す
る
と
突
然
、舞
台
暗
転
で
介
護
嫁
幽
霊
（梶

谷
）
の
登
場
。
過
労
で
倒
れ
て
あ
の
世
へ
。介
護
の

苦
労
よ
り
辛
か
っ
た
の
は
、
周
囲
の
無
理
解
。
ピ

ア
ノ
の
弾
き
語
り
で
、
ほ
ん
と
う
は
夫
の
協
力
が

欲
し
か
っ
た
の
に
と
恨
み
節
。
そ
の
歌
に
連
ら
れ

て
、
「模
範
嫁
」と
し
て
表
彰
さ
れ
た
ば
っ
か
り
に
、

自
分
の
病
気
の
治
療
が
で
き
ず
に
倒
れ
た
農
家

の
嫁
の
幽
霊
（渥
美
）
が
出
て
来
る
。両
人
の
本
格

的
な
演
技
に
拍
手
が
起
る
。

チルチル爺とミチル姜の案内で……
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舞
台
は
再
び
現
実
の
世
界
へ
。骨
折
で
倒
れ
た

八
五
歳
の
妻
は
秋
山
ち
え
子
氏
の
特
別
出
演
。
七

九
歳
の
大
（大
熊
）
が
福
祉
事
務
所
や
医
院
、
ヘ
ル

パ
ー
な
ど
い
ろ
い
ろ
電
話
を
し
て
も
助
け
て
く

れ
な
い
の
に
絶
望
し
て
、あ
わ
や
無
理
心
中
と
い

う
と
こ
ろ
へ
、
加
藤
・訪
問
看
護
婦
、井
上
、
市
村
・

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、自
川
・ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、寝
た

き
り
の
大
を
介
護
し
て
い
る
中
村
和
子
。家
族
が

駆
け
つ
け
て
助
け
る
。
日
本
で
は
訪
問
看
護
婦
制

度
は
、ま
さ
に
始
ま

っ
た
ば
か
り
。
地
域
の
医
師

会
と
の
協
力
体
制
が
絶
対
必
要
。病
院
か
ら
続
々

と
重
症
患
者
が
返
さ
れ
て
き
て
問
題
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
現
制
度
で
は
、
お
年
寄
り

の
生
活
は
支
え
切
れ
な
い
。
増
員
は
も
ち
ろ
ん
必

要
、
養
成
学
校
の
充
実
な
ど
、
安
心
し
て
働
け
る

条
件
が
な
い
。
長
年
勤
め
て
も
感
謝
状

一
枚
と
三

千
円
が
貰
え
る
だ
け
の
身
分
保
障
。

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
病
院
の
送
迎
、
給
食
、
ケ
ア

つ
き
住
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
多
様
な
活
動
を

し
て
い
る
が
、
ふ
と
気
が
付
い
た
ら
安
上
り
福
祉

の
下
請
け
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
行
政
へ
呼
び
か

け
る
運
動
型
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
た
い
。

最
後
に
脳
梗
塞
で
倒
れ
た
夫
を
看
取
る
家
族

は
、
チ
ュ
ー
プ
栄
養
、
採
尿
が
自
宅
で
で
き
る
の

も
、
近
く
の
医
師
の
往
診
が
あ
る
か
ら
こ
そ
。
一
一

四
時
間
の
介
護
は
ほ
ん
と
う
に
辛
い
、厚
生
省
の

と
な
え
る
ゴ
ー
ル
ド

・
プ
ラ
ン
は
コ
ー
ル
ド

・

プ
ラ
ン
で
は
な
い
か
と
訴
え
る
。

ミ
チ
ル
婆
は
、
「地
域
で
も

っ
と
年
寄
り
の
声

を
出
す
べ
き
だ
」
と
し
み
し
み
語
り
か
け
る
。

そ
こ
へ
老
夫
か
ら
、
ふ
だ
ん
の
ダ
ン
デ
ィ
に
早

変
わ
り
し
た
大
熊

一
夫
氏
が
カ
ル
メ
ン
の
間
牛

士
の
替
え
歌
で
、
け
な
げ
に
「
オ
レ
が
看
る
行
進

曲
」を
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
る
が
、疲
れ
果
て
て
、

つ
い
に
倒
れ
る
。

―
―
―
第
五
場
―
―
―

あ
そ
こ
も
ダ
メ
。
こ
こ
も
ダ
メ
。
チ
ル
チ
ル
爺
、

ミ
チ
ル
婆
は
、
か
と
言
っ
て
高
い
有
料
老
人
ホ
ー

ム
に
も
手
が
出
せ
ず
、
つ
い
に
「厚
生
省
さ
ん
／
」

と
呼
び
か
け
る
と
、樋
口
代
表
が
老
人
福
祉
計
画

課
長
（中
村
秀

一
氏
）
と
共
に
登
場
。

舞
台
は

一
転
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
風
。
」ヽ
れ
ま

で
見
て
き
た
問
題
点
を
お
互
い
に
話
し
合
う
。
ミ

チ
ル
は
、大
人
た
ち
が
高
齢
者
に
対
し
て
や
さ
し

さ
を
示
し
、
そ
れ
を
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
て
い
く

こ
と
も
大
切
だ
と
説
く
。
ミ
チ
ル
は
、
「お
先
ま

っ

暗
」
と
ご
き
げ
ん
な
な
め
。
「
ヘ
ル
パ
ー
の
数
が
十

六
年
間
変
わ
ら
な
い
市
や
、
住
民
七
万
人
に
二
人

と
い
う
と
こ
ろ
も
何
か
所
か
あ
る
」と
樋
口
代
表

も
指
摘
。

こ
れ
に
対
し
て
中
村
氏
は
、
「老
人
福
祉
の
歴

史
は
三
十
年
、
だ
が
在
宅
福
祉
は
よ
う
や
く
五
年

の
経
験
。
右
手
、
左
手
が
共
に
利
き
腕
と
な
る
に

は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
。ま
た
全
国
三
千
三
百
の

市
町
村
で
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

必
要
。
ヘ
ル
パ
ー
も
そ
の
た
め
に
い
ま
の
三
倍
に

す
る
。
い
ま
す
べ
て
の
行
政
が
転
換
期
に
あ
る
が
、

実
は
い
ち
ば
ん
変
わ
っ
て
い
な
い
の
は
住
民
の

福
祉
に
対
す
る
偏
見
で
は
な
い
か
。住
民
の
意
識

変
革
が
な
け
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
が
あ
っ
て
も
ニ
ー

ズ
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
語
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
チ
ル
チ
ル
爺
が
「
甘
っ
た
れ
ん
じ
ゃ

な
い
ぞ
」
と
い
う
行
政
の
態
度
が
見
え
見
え
だ
」

と
鋭
く
指
摘
。
ミ
チ
ル
婆
、
樋
口
代
表
も
「も

っ
と

福
祉
の
供
給
が
多
く
な
り

一
般
的
に
な
れ
ば
、
そ

う
し
た
偏
見
も
消
え
る
は
ず
」
と
反
論
。
活
発
な

討
議
の
う
ち
に
終
わ
り
の
時
間
を
迎
え
る
。中
村

氏
は
タ
テ
割
り
行
政
の
厚
い
壁
も
、各
市
町
村
の

い
い
実
践
か
ら
崩
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と

発
言
。
″青

い
鳥
″
は
人
頼
み
で
は
な
く
、自
分
た

ち
の
手
で
見
つ
け
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
確

認
し
て
、
高
齢
化
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
と

し
て
の
「出
前
迅
速
　
屋
号
は
福
祉
Ｌ
往
診
な
け

れ
ば
在
宅
で
死
ね
ず
Ｌ
医
師
養
成
に
老
年
科
必

修
Ｌ
つ
い
の
住
み
か
は
個
室
が
当
然
」な
ど
十
の

提
言
を
プ
ラ
カ
ー
ド
で
提
示
。
最
後
は
、
チ
ル
チ

ル
爺

・
永
六
輔
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
コ
量
師
者
木

遣
り
」
が
披
露
さ
れ
、
ミ
チヽ
ル
婆

・
秋
山
ち
え
子

さ
ん
は
Ｆ
」
の
集
ま
り
が
各
地
に
す
て
き
な
タ
ネ

と
な
っ
て
播
か
れ
る
よ
う
に
」
と
感
想
を
述
べ
、

大
喝
采
の
う
ち
に
終
幕
。
（高
見
澤
た
か
子
記
）
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第
十
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て

軍
億
予
算
を
高
齢
化
対
策

ヘ

い
つ
も
す
ば
ら
し
い
シ
ン
ポ
で
す
が
、
今
回

も
大
い
に
笑
い
つ
つ
、
伝
え
る
べ
き
こ
と
は
厚

生
省
の
役
人
に
伝
え
、
本
当
に
よ
か
っ
た
。
た

だ
た
だ
、
樋
口
代
表
の
ユ
ー
モ
ア
と
そ
の
底
力

に
励
ま
さ
れ
、
感
動
の

一
日
で
し
た
。

大
熊
氏
の
発
言
に
も
あ

っ
た
が
、
こ
の
会
が

政
党
に
な
ら
な
い
こ
と
に

一
つ
の
大
き
な
意
義

が
あ
る
で
し
ょ
う
。
日
本
は
世
界

一
の
金
持
大

国
と
か
。
軍
備
予
算
を
け
ず
り
、
高
齢
化
に
ま

わ
し
て
下
さ
い
。

軍
事
力
は
自
民
の
方
針
、
こ
れ
以
上
許
さ
ず

日
本
の
超
高
齢
化
社
会

へ
そ
の
予
算
を
ま
わ
す

こ
と
。
特
に
社
会
党
の
女
性
議
員
に
要
求
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
７０
代
〉

時
間
配
分
に
気
く
ば
り
が
ほ
し
い

企
画
は
大
変
よ
い
が
、
あ
ま
り
に
も
大
勢
の

出
演
で

一
人

一
人
の
発
言
時
間
が
短
ぐ
、
せ
っ

か
く
の
意
見
が
し
り
さ
れ
ト
ン
ポ
に
終
わ

っ
た
。

も
う
す
こ
し
人
数
を
し
ぼ
っ
て
ほ
し

か
っ
た
。
ま
た
自
ら
の
当
選
の
宣
伝

を
す
る
議
員
は
実
に
見
苦
し
い
。

在
宅
介
護
の
問
題
点
が
あ
ま
り
に
も
多
い
と

思
う
の
で
そ
の
問
題
点
を
取
り
あ
げ
て
も
ら
い

た
ぃ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
６０
代
〉

子
ど
も
を
あ
ず
け
て
参
加
し
ま
し
た
ノ

と
て
も
痛
快
。
こ
れ
だ
け
多
く
の
が
ん
ば
っ

て
い
る
女
性
た
ち
が
い
る
こ
と
に
勇
気
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
休
暇
を
と

っ
て
の
当
日
参
加
で
し

た
が
、
来
て
よ
か
っ
た
で
す
。
　

　

〈３０
代
〉

多
く
の
中
か
ら
選
び
た
い

介
護

。
医
療
の
問
題
は
対
象
を
分
け
て
、

１
　
寝
た
き
り
老
人
、
ど
う
し
て
も
人
の
手
が

必
要
な
方
々
の
介
護

２
　
自
助
努
力
が
で
き
る
老
人
、
プ
ラ
イ
ド
を

尊
重
し
て
自
立
で
き
る
シ
ス
テ
ム
作
り

３
　
訓
練
に
よ
っ
て
自
立
で
き
る
人
の
養
成
、

（可
能
な
ち
ば
他
の
人
々
の
援
助
の
で
き
る
訓

練
）
だ
と
思
い
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
や
お
金
が
不
足
な

ら
ば
、
地
域
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
が
と
り
あ

え
ず
の
手
だ
と
思
い
ま
す
。

老
人
福
祉
と
い
え
ば
今
日
、
国
の
施
設
か
民

間
の
シ
ル
バ
ー
産
業
か
、
二
者
択

一
の
選
択
権

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
参
加
型
の
ケ
ア
で
、

な
る
べ
く
負
担
が

一
つ
の
と
こ
ろ
に
か
た
ま
ら

な
い
よ
う
に
す
る
方
法
が
な
い
で
し
ょ
う
か
。

北
欧
諸
国
の
例
を
そ
の
ま
ま
日
本
の
風
土
に

あ
わ
せ
て
も
、
根
づ
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

〈
２０
代
〉

老
後
を
託
せ
る
子
ど
も
に
育
て
よ
う

学
校
教
育
の
中
で
も

っ
と
老
人
問
題
を
取
り

上
げ
る
べ
き
で
す
。
私
た
ち
の
老
後
を
託
す
、

現
在
の
子
ど
も
た
ち
を
み
た
時
、
本
当
に
不
安

に
な
り
ま
す
。

ま
ず
私
た
ち
母
親
が
も

っ
と
子
ど
も
に
老
人

と
の
接
し
方
を
教
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

と
に
か
く
三
時
間
座
り

っ
ぱ
な
し
は
疲
れ
ま

し
た
。
途
中
、
ほ
ん
の
少
し
で
よ
い
で
す
か
ら
、

立
ち
上

っ
て
背
伸
び
を
す
る
く
ら
い
の
余
裕
が

ほ
し
か
っ
た
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
〈
４０
代
〉

女
も
男
も
半
分
ず
つ
に

議
員
た
ち
の
、
良
心
に
基
づ
い
て
行
動
し
て
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い
る
明
る
さ
と
力
強
さ
に
接
す
る
こ
と
が
で
き

よ
か
っ
た
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
霞
ヶ
関
ビ
ル
３５
Ｆ
か
ら
国

会
′議
事
堂
、
議
員
会
館
を
眺
め
下
ろ
し
た
。
議

事
堂
の
い
か
め
し
い
た
た
ず
ま
い
に
、　
一
種
の

オ
ソ
レ
を
感
し
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
降
り
て

地
上
に
足
を
お
ろ
し
て
初
め
て

「
ア
、
あ
そ
こ

で
女
た
ち
も
議
論
し
、
法
を
決
め
る
こ
と
を
望

ん
で
い
た
ん
だ
」
と
思
い
至

っ
た
。
あ
そ
こ
の

席
を
女
が
半
分
占
め
た
ら
、
近
辺
の
ス
ペ
ー
ス

に
は
乳
母
車
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
ん
で

い
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
『肩
を
い
か
ら
し
た

男
た
ち
』
を
あ
の
建
物
か
ら
追
い
出
そ
う
。

〈
４０
代
〉

国
会
議
員
も
討
綸
の
場
に

貴
重
な
地
域
活
動
の
報
告
も
あ
り
、
参
考
に

な
り
ま
し
た
。
冗
談
で
な
く
本
当
に
首
相
婦
人

は
じ
め
、
国
会
議
員
の
方
々
に
介
護
の
問
題
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

（４０
代
〉

ヘ
ル
バ
ー
の
位
置
づ
け
を
明
確
に

寸
劇
は
大
変
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
特
に

″
ゆ
う
れ
い
″
の
シ
ー
ン
。
み
な
さ
ん
芸
達
者

で
す
ね
／

１０
万
人
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
い
っ
て
も
、
ど

う
い
っ
た
就
業
形
態
の
人
た
ち
を
考
え
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
き
ち
ん
と
し
た
養
成
機
関
も

つ
く
ら
ず
、
採
用
資
格
と
し
て
位
置
づ
け
も
せ

ず
、
ま
た
は
り
ぼ
て
の
行
政
に
な

っ
て
し
ま
う

の
で
し
ょ
う
か
。
介
護
福
祉
士
に
し
て
も
そ
う

で
す
。
資
格
、
身
分
を
き
ち
ん
と
確
立
す
べ
き

で
す
。

消
費
税
を
し
っ
か
り
と
老
人
福
社
に
′

女
性
の
パ
ワ
ー
に
期
待
す
る

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
高
校
な
い
し
大
学
生
活
に

義
務
づ
け
て
、
そ
れ
が
評
価
に
つ
な
が
る
よ
う

に
し
た
ら
よ
い
と
思
う
し
、
ぜ
ひ
労
働
条
件
の

改
善
を
願
う
。

日
本
は
す
べ
て
が
明
治
以
来
の
富
国
強
兵
政

策
当
時
の
ま
ま
の
、
効
率
第

一
主
義
で
き
て
し

ま

っ
た
の
で
、
そ
の
弊
害
が
す
べ
て
に
悪
影
響

を
与
え
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
結
果
が

今
日
の
原
因
に
な

っ
て
い
る
の
で
そ

〈
２０
代
〉

れ
を
は

っ
き
り
認
識
さ
せ
る
た
め
に
も
、
女
性

が
中
心
と
な
っ
て
マ
ス
コ
ミ
等
に
働
き
か
け
て

ほ
し
ぃ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
３０
代
〉

相
社
の
申
睛
主
義
を
変
更
し
て
ほ
し
い

〈年
齢
不
明
〉

機
械
の
導
入
に
も
力
を
入
れ
て

介
護
道
具

・
介
護

ロ
ポ
ッ
ト
開
発

へ
の
研
究

費
の
補
助
を
大
い
に
し
て
、
人
手
不
足
を
解
消

し
て
ほ
し
い
。
と
く
に
下
の
世
話
は
誰
が
し
て

も
大
変
な
こ
と
な
の
で
、
機
械
力
が
導
入
で
き

れ
ば
、
介
護
は

一
つ
の
山
を
こ
え
る
も
の
と
思

、^′′。ま
た
病
気
、
ね
た
き
り
に
な

っ
た
時
に
入
れ

る
病
院
の
確
保
を
。
自
宅
介
護
は
、
子
ど
も
た

ち
の
就
職
の
機
会
が
少
な
い
地
方
で
は
無
理
な

こ
と
で
あ
る
。
現
に
自
分
の
周
囲
に
は
夫
婦
だ

け
の
二
人
世
帯
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

〈
５０
代
〉

訪
間
看
饉
の
充
実
と
尊
厳
死
へ
の
対
応
を〈５０
代
〉

第
十
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て
　
感
想

・
提
言
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
三
か

　

　

席
上
、
各
地
の
■
社

行

奎

願

撻

〓

マ

あ

あ

径

や
菫

陽

躍

女
琶
の
立
ヨ
か
ら
晨
々
な
目

　

取
り
粗
む
男
性
■
員
の
晨

■
を
ロ
ロ
し
て
い
る

「
〓
●

　

菫

示
由
需
Ｌ
Ｅ
〓
〓
■
■

‥

…

　

　

…

　　　　　　　「
一

０
」

ａ
目
薔
字
代
長
）
の

主
■

一
九
を

一軍
か
ら
目

菫

‥

体
５

荒

る
お

、
あ

編

‥

■
顧
種
曇
め
て
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
．
ス
テ
ー
ジ
に
は
北
海

…

‥

■
墨
平
二
△
予
，
五

々
弓

費

員

篤

Ｅ

層

菫

〓

■

口

〓
曇

学

口

ｃ

入
薔
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ち

お
金
の
あ
る
人
だ
け
ぶ
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
の
は
お

曖
■
日
で
高
●
■
日
目
を
こ

　

か
し
い
」
と
Ｆ
え
た
．
北
輝

り
あ
げ
た
●
員
は
こ
く

一　
　
遭
喧
量
璽
燿
■
■
日
で
は
、

Ｅ

く

実

雇

編

た

腱
〓

題

っ
優

、
畜

い
男
性
■
百
Ｆ
撮
冒
こ
こ
〓
‘
　

前
に
■
〔
ヽ
バ
‘
ス
〓
轟
″
で

な
い
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓
、
お
軍
寄
り
は
外
に
出
ら

饉
国
市
麟
は

「
入
浴
車
の

　

れ
な
い
。
彙
雪
量
を
少
し
ロ

利
用
穂
■
■
が
た
い
へ
ん
多

　

一口
す
れ
ば
で
■
丞
お
）に
、
や

い
の
に
、
市
に
は
二
台
し
か

　

ろ
う
と
し
な
い
．
男
性
Ｅ
ば

な
い
．
■
●
３
昼
ニ

カ
月
に

　

一■
■
に
対
す
る
日
Ｅ
Ｉ
籍
■
一

一
産
し
か
入
れ
な
い
の
が
■
一
　

い
」
と
甍
日
し
ヽ

男
性
に
任
せ
ら
れ
な
い

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
待
遇
改
善
を

つ

い
て
は
四
八

。
九
％
が

「
●

こ

■

Ｋ

Ａ

二

％

が

日
程

ａ

澤

」
生

更

て
い
る
。
そ
の
相
手
は

「
夫

の
■
」

「
自
分
の
■
」

「
■

２
２
と

の
輌
だ
ぅ
た
「
介

饉
周
日
は

「
一
年
乗
口
」
が

四
四

ｏ
九
％
と
最
も
多
く
、

「
一
～
三
年
」
が
二
人
に

一

人
、
十
年
以
上
の
人
も
大

・

五
％
い
ヽ

介
饉
中
、
最
も
つ
ら
か
っ

た
の
は
ョ
覆
覆
ロ
ス
ト
レ
こ

が
二
七

・
七
“
、
次
い
〓

身

磨

諄

。
１

」
二
一一一
・

四
乙
争
、
　
「
〓
●
や
社
会
●

ｍ
と
日
立
で
書
な
い
」
も
二

二

・
八
％
あ
っ
た
「

「
今
後
、
介
晨
す
る
と
し

た
ら
出
ロ
ロ
●
は
■
け
ら
れ

る
か
」
と
の
目
い
に
は
六
七

誓

「じ

い
な

詈

た

い
，

薔

そ

い
■

『毎
日
新
聞
』
１
９
９
１
●
９
●
５
朝
刊
よ
り
転
載

「
女
た
ち
ほ
老
い
の
■
日
を
重
り
壼
え
る
」
を
デ
ー
マ
に
、

「第
十
回
女
Ｌ
に
よ
る
●

薔
化
覆
優
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、
東
京
８
千
Ｒ
田
区
霞
が
日
の
虎
∠
ロ
ホ
ト
ル
で
行
わ
れ

一ヽ

「も
う
マ
＾
颯
置
勇
Ｌ
Ｅ
Ｅ
二
五
な
い
」
「茎
票
名
で
彙
●
２
Ｅ
Ｅ
身
彗

腱
ス
〓
こ

と
、
女
Ｅ
Ｅ
Ｉ
の
■
籠
虜
な
発
奮
が
相
次
い
電

‥̈
苺

晉

嘔

，

こ

暑

い
８

１

１

日

市

燿

ヨ
が
〓
あ
ａ
電

■

、
ハヨ

３

１

■

凛
老
人

ホ
ー
ム
に
入
れ
た

が
っ
て
い
た
が
、
本
人
や
日

□
枯
Ｆ
な
い
。
〓
そ

…

」

と
い
う
．

コ

一十

万
人
の

人
口
に
ホ
ー
ム

ヘ
ル
バ
ー

は
た
っ
た
の

人
人
．
少
な

す
●
る
の
で
伸
日
と

ホ
ー

ム
ヘ
ル
フ
●
●
を
行
っ
た
」

と
い
う
椰
奈
川
県
小
臼
鳳
市

日
「そ
れ
で
に
目
に
、
何
を
目

む
か
．
出
露
・レ
〓
■
員
た
ち

か
ら

「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

‥

春

目

鳥

島

壺

電

子

ぺ
奮
だ
」
と
い
う
口
が
多
く

壺
乳
ち

「
薔
●
化
社
会
を
よ
く
す

　

一ヨ
■
ロ
ロ
で
は
、
人
Ａ
％

る
こ
Ｆ
属
Ｘ
こ

は
シ
ン
ポ
ジ
　
が

「
〓
Ｅ
Ｔ
颯
■
２
■
ａ
【
に

ウ
ム
Ｌ
専
ち
，
〓
百
三

日，
た
■
星
■
ヽ
「晏
介

十
五
天
の
彙
優
亜
ガ
■
■
を
　
一凛
七
人
の
た
め
の
在
■
■
社

対
畿
に

「
介
■
麗
西
ア
ニ
昌
”　
ハ
峯
告
こ
　
「
由
西
ぁ
子
■
こ

糞

』
Ｅ

ラ

　
　
「
天

凛

、
言

〓―
卜一里
螢３
＆
一
，
一
■
　
　
　
　
一
パ
ッ事容
ス」
なつ
６
を
三
〓
壼
田

お
年
■
り
の
介
饉
騒
曖
に
　
に
訴
え
た
と
い
■

一鍵
餡

恙

鯰

野

転３と翌房皇警自で、千吾

”　

　

¨

４

一２
３
硼
れ
な
２
習
８
こ
響
３
■
子
る
か
は

ｏ
ｌ

Ｆ

籠

．
自
お

観

輌

諄

の
Ｅ

３

Ｕ

競

、
長

、
蟄

、
翁

、
書

、

９

も
■
え
て
い
な
い
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
盤
口
，
壺
に
口
楡
一。

‐．　

旨

讐

審

異

手

桑

菫

ぁ

在

　

猛

９

ま

３

ぉ

こ
こ

、
■
握

、

ｍ
一
が
呼
び
か
け
人
と
な
っ
て
は
じ
ま
っ
た
こ
の
シ
ツ
　
嬢
の
■
綸
労
働
に
よ
る
介
■
を
大
＝
撮
と
す
る

‐

ポ
ジ
７
台
し、
二
Ｅ
厖
美
〓
■
で
す
壺
西
口

「旦
蚕
菫
Ｆ
薔
」
が
〓
２
示
蓄
薔
■
２
〓
「

脚
爵
亜
製
計
Ｅ

璧
懸
醸
鴫
奨

廟
霙
曇
撃
懇
難

盤
醒
種
奨
夢

の
こ
と
を
合
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
　
　
全
亀
ｆ
口
■
の
回
各
は
、

「
介
目
の
社
会
化
」
を

あ

壼

は
、
〓

Ｂ

に
、
電

つ
憑

っ

覆

誓

足

．
聖

界

著

ま

是

金

て
い
く
、
と
い
う
方
法
だ
。
全
員
は
、
グ
ル
ー
プ
　
五
日
ヽ
■
在
介
■
中
が

一
翻
、

「こ
れ
か
ら
可
籠

全
員
と
口
人
全
■
の
二
通
り
あ
る
一
グ
ル
ー
プ
曇
　
亡
あ
り
」
が
国
□
「
こ
う
し
た
体
験
か
ら
ユ
霙
に

員
は
地
増
こ
と
に
七
十
二
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く

っ
　
口
し
た
判
断
理
テ
ム
ー
Ｃ
凛
薔
贈
Ｆ
Ｌ
雷
Ｐ
二
た
こ

軍

り
、
業

の
暴

２

お

『轟

」
臓

て
い
る
。
け
れ
ど
、
活
働
は
ま
っ
た
く
自
由
で
、

一番
Ｔ
Ｒ
ち
た
奢
ス
“
凛
は
〓
２
チ
ヽ

と
は
、
か
つ
て
の
状
況
を
変
更
つ
つ
あ
る
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

「者
い
の
青
い

■
を
求
め
て
」
と
い
う
讚
■
仕
立
て
の
鬱
“
も
行

わ
れ
た
。
看
い
た
チ
ル
テ
ル
と
ミ
チ
ル
が
、
安
心

な
い
．
個
人
全
■
ほ
入
百
二
十
七
人
．
オ
ピ
ニ
オ
　
し
て
看
い
を
屁
せ
る
場
を
求
め
て
日
本
の
コ
暉
、

ン
リ
ー
ダ
ー
と
暉
は
れ
る
人
も
多
い
．

曇
〓は
「曇
〓
ぢ
２

「饉
は
レ
賃
蚕
」

杢

豊

壺

薔

は
■
づ
か
な
い
●
腱
薯
モ
ッ
ト
ー
に
し
、
日
奎
僣

一■
の
広
冨
署
″
０
ユ
ニ
ー
ク
た
「
日
日
●
里
玉
璽
〓
が

中
心
に
な

っ
て
、
田
ユ
的
で
■
え
や
す
い
川
口
や

狂
量
に
し
て
し
ま
う
。

た
と
え
は
、
菫
菫
だ
け
で
は
介
目
が
で
き
な
い

状
況
を

『
ジ
ジ
パ
バ
も
二
日
だ
て
な
り
、
長
寿

目
」

「
母
ね
た
書
う
、
颯
ば
け
る
や
長
野
口
」
と

サ
‥
ビ
ス
の
■
鵬
口
壼
も

『在
宅
が
中
心
量
ん
て

フ
ロ
は
月

一
」
と
い

著
天
ホ
ー
ム
『
在
電
ｆ
誦
〓
一歩
く
と
い
ろ
う
書
場

ほ
ん
も
の
の
書
饉
帰
、
Ｅ
日
、
■
電
長
、
壼
母
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
‥
が
、
い
ま
の
日
本
に
は

「看
い

曇

一葬

羮

葬

伸

っ
た

５

量

雷

豊

ａ

青

た

。

「
出
薔
員
遍
、
■
■
は
格
社
」

「
つ
い
の
す
み

か
は
日
嘔
が
当
鶴
」

「公
覇
員
は
福
社
の
野
■
で

ｒ
●
を
」

「
小
学
校
区
を
曇
者
区
に
」
‥
‥

老
い
と
向
か
い
あ
っ
て
い
る
■
３
と
こ
百
や
行

置
の
自
に
は
、
■
だ
〓
い̈
●
が
あ
る
。
■
を
重
り

払
ろ
た
め
の
こ
の
よ
う
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
ま
す
ま

す
広
が
ら
こ
と
を
期
待
し
た
い
．
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男

・
老
い
を
語
る
●
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
ト
ー
ー
ー
ー
ー
ー

高
齢
化
社
会
の

よ
り
よ
い
住
ま
い
づ
く
り

の
た
め
に

高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
わ
れ
わ

れ
に
と
っ
て
な
に
が
も

っ
と
も
重
要
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
２
上
則
味
嗜
で
申
し
訳
な
い
が
）
住

宅
の
安
全
性
と
使
い
や
す
さ
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
な
ぜ
な
ら
、
望
む
限
り
そ
れ
ま
で
の
住
ま

い
に
住
み
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

そ
れ
を
保
障
す
る
も
の
は
何
は
と
も
あ
れ
良
質

な
環
境
と
し
て
の
住
宅
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
住
宅
の
物
理
的
な
要
件
が
あ

ま
り
に
も
軽
視
さ
れ
て
き
て
お
り
、
年
を
と

っ

て
ほ
ん
と
う
に
不
都
合
が
生
し
て
、
初
め
て
住

宅
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
実
は
そ
の
と
き
に
気
づ
い
て
も
遅

い
こ
と
が
多
い
。
第

一
に
、
住
宅
を
改
造
す
る

経
済
的
余
力
が
残

っ
て
い
な
い
こ
と

（新
築
の

古
瀬
　
敏

（建
築
研
究
家
）

時
点
で
は
、
ほ
ん
の
少
し
資
金
配
分
を
変
え
さ

え
す
れ
ば
、
将
来
に
備
え
る
の
は
容
易
で
あ
る
）、

第
二
に
、
住
宅
自
体
が
改
造
に
耐
え
な
い
貧
弱

な
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
で
あ
る
。

特
に
、
第
二
の
点
は
、
住
宅
の
寿
命
を
せ
い

ぜ
い
三
十
年
程
度
と
見
て
消
耗
品
扱
い
し
て
い

る
こ
と
と
、
住
宅
を
単
に
見
栄
え
す
る
も
の
、

現
在
の
夢
を
か
な
え
る
も
の
と
し
て
の
み
考
え
、

世
代
を
経
て
住
み
続
け
て
い
く
場
と
し
て
の
意

味
を
、
全
く
と
言

っ
て
い
い
ほ
ど
考
慮
し
て
い

な
い
こ
と
に
由
来
し
よ
う
。

し
ば
ら
■
Щ

あ
る
若
手
建
築
家
が

「十

（住
）

宅
論
」
を
展
開
し
、
清
里
ペ
ン
シ
ョ
ン
風
な
ど

十
種
類
に
分
類
し
て
み
せ
、
見
栄
え
が
先
行
し

て
つ
く
ら
れ
る
状
況
を
指
摘
し
た
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
傾
向
は
今
も
続
い
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
住
宅
の

「夢
」
を
リ
ー
ド
し

て
い
る
の
は
、
比
較
的
若
い
女
性

（主
婦
）
だ

と
い
っ
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
男
性

（夫
）

は
、
住
宅
の
中
に
自
ら
の
居
場
所
を
つ
く
る
こ

と
に
さ
え
確
信
が
持
て
な
い
で
い
る
。
こ
れ
は
、

女
性
が
自
ら
の
将
来
を
考
え
て
住
宅
の
中
身
を

左
右
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

た
だ
、
人
は
、
間
近
の
こ
と
し
か
見
え
な
い

も
の
ら
し
い
。
ほ
ぼ
確
実
な
未
来
で
あ
る

（両

親
、　
つ
れ
あ
い
、
そ
し
て
自
身
の
）
高
齢
化
を
、

自
ら
の
こ
と
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
、
若
い
世

代
に
は
む
ず
か
し
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
課
題

を
克
服
し
て
の
み
、
高
齢
化
社
会
が
よ
り
よ
く
、

住
ま
い
や
す
く
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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山
林
知
左
子
様

へ

ご
寄
付
の
御
礼

当
会
の
創
立
以
来
細
や
か
な
心
配
り
で
会
を

支
え
て
下
さ
る
山
林
知
左
子
さ
ん
か
ら
、
ま
た

ま
た
第
十
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
資
金
に
二
〇
万

円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
亡
く

な
ら
れ
た
御
母
堂

（故
小
泉
千
代
子
様
）
が
、

生
前
当
会
の
活
動
に
深
く
心
を
お
寄
せ
下
さ
っ

た
こ
と
か
ら
、　
一
周
忌
の
ご
法
要
を
期
し
て
、
「故

人
の
遺
志
」
と
し
て
ご
寄
贈
下
さ
っ
た
も
の
で

す
。
第
二
回
神
戸
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
節
は
、

地
元
の
責
任
者
の

一
人
で
あ
る
山
林
さ
ん
を
陰

に
陽
に
支
え
て
下
さ

っ
た
お
母
様
と
う
か
が
っ

て
い
ま
す
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
全
く
共
催
団
体

な
し
の
当
会
の
み
の
予
算
で
の
自
主
行
事
で
し

た
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
ご
寄
付
は
大

へ
ん
あ

り
が
た
く
、
心
強
く
存
じ
ま
し
た
。
こ
う
し
た

ご
厚
意
に
包
ま
れ
な
が
ち
活
動
で
き
る
幸
せ
を

感
謝
し
つ
つ
、
あ
ら
た
め
て
ご
母
堂
の
御
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

樋
口
息
子

『わ
れ
ら
有
料
老
人
ホ
ー
ム
探
険
隊
』

樋
口
恵
子
編

（亜
紀
書
房
　
一
、
七
〇
０
円
）

「
終
い
の
す
み
か
」
の
選
択
肢
の

一
つ
と
し

て
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
こ
と
を
も

っ
と
知
り

た

い
と
い
う
素
朴
な
願
い
で
発
足
し
た
の
が
有

料
老
人
ホ
ー
ム
研
究
会
で
す
。　
一
九
八
六
年
二

月
、
会
報
の
呼
び
か
け
で
集
ま

っ
た
の
は
約
二

〇
名
、
以
来
専
門
家
を
招
い
て
の
勉
強
会
や
ホ
ー

ム
の
見
学
、
調
査
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

こ
の
本
は
、
ま

っ
た
く
未
知
の
世
界
に
入
る

探
険
隊
の
よ
う
に

「入
る
立
場
」
に
立

っ
て
、

見
た
り
聞
い
た
り
、
タ
メ
息
を
つ
い
た
り
し
な

が
ら
体
験
し
た
も
の
を
ま
と
め
た
メ
ン
パ
ー
の

合
作
で
す
。

第

一
章

。
有
料
老
人
ホ
ー
ム
ー
現
在
の
見
取

り
図
と
道
案
内
、
こ
こ
を
読
め
ば
現
時
点
で
の

現
状
が
よ
く
わ
か
ま
す
「
次
に
入
居
ま
で
に
し

て
お
く
こ
と
や
こ
こ
が
不
安
Ｑ
＆
Ａ
と
続
き
、

第
四
章
で
は
入
居
渚
六
人
の
体
験
談
。
第
五
章

の
座
談
会

「有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
現
状
と
課
題
」

で
は
現
在
の
問
題
点
が
鋭
く
衝
か
れ
い
第
七
章

資
料
編
に
は
介
護
状
況
な
ど
が
ひ
と
日
で
わ
か

る
ホ
ー
ム

一
覧
リ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド

プ
ツ
ク
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
今
後
の

「終
い

の
す
み
か
」
の
あ
り
方
を
考
え
る
き

っ
か
け
に

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

（芹
沢
茂
登
子
記
）

◆
虎
ノ
門
ホ
ー
ル
の

一
五
二
コ
の
座
席
を
女
性

達
の
熱
気
と
パ
ワ
ー
が
埋
め
尽
く
し
、
感
動
と

笑
い
の
渦
の
中
に
第
十
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
幕

が
降
ろ
さ
れ
ま
し
た
。
北
は
北
海
道
か
ら
南
は

沖
縄
ま
で
、
こ
の
日
の
た
め
に
は
る
ば
る
駆
け

つ
け
て
下
さ
う
た
会
員
の
皆
様
、
ほ
ん
と
う
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
は
十
回
記

念
と
い
う
こ
と
で
趣
向
を
凝
ら
し
ま
し
た
の
で
、

会
員
の
皆
様
に
ご
発
言
い
た
だ
く
時
間
が
取
れ

ず
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

来
年
は
仙
台
で
す
。
初
め
て
の

「
み
ち
の
く

シ
ン
ポ
」
で
皆
様
の
お
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

◆
受
付
に
、
本
の
販
売
に
、
接
待
に
、
ポ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
に
大
き
な
お
力
を
借
り
ま
し
た
。

カ
ン
パ
を
お
寄
せ
下
さ

っ
た
方
も
あ
り
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◆

「わ
れ
ら
有
料
老
人
ホ
ー
ム
探
険
隊
」
事
務

局
に
も
若
千
ご
ざ
い
ま
す
の
で
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
（会
員
割
引
価
格
千
五
百

・
円

・
送
料
二
六

〇
円
）

◆
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
は
十
月
二
十
八
日
、
十

一

月
二
十
五
日
で
す
。
　
　
　
　
（長
藤
素
子
）

只今、当会事務局・ 書店で販売中

-16-


